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携帯電話のマナーモードでも、作動しますと近くの方が気になる場合がございます。
その他にもアラーム付き腕時計など、音が鳴らないようご配慮ください。

□  電源はお切りください

Before the performance, you must not forget to turn off your mobile phone. Even when it 
is set on silent mode, if it vibrates it may disturb people around you. Please also make 
sure that your wristwatch alarm, and any other electronic devices, do not make any noise.

Power Off

演奏中の録音、録画は固くお断りいたします。  すべてのプログラムの演奏が終了
し、指揮者のおじぎ後は写真撮影をしていただくことができます。ただしアンコー
ル演奏時の撮影・録音はできません。

□  演奏中の撮影・録音は禁止です

No photography, filming and recording are allowed. All use of cameras and recording 
equipment is  str ict ly forbidden  throughout the performance. Once al l  the 
performances have finished and the conductor has bowed, you may take photographs. 
However, photography and recording are not permitted during encore performances.

No Recording

補聴器を正しく装着されていない場合、音を発する場合がございます。音漏れがな
いよう、しっかり装着し、適切な音量に調整をお願いいたします。

□  補聴器のご利用にはご注意ください

For our guests who use a hearing aid, please insert the device carefully. If you do not do 
so properly, it may emit a noise. Please check that it is firmly attached and set at a 
suitable volume.

Hearing Aid

多くの演奏家は、最後の一音の余韻が消えるまで集中を保っています。一瞬の静
寂の後の怒涛の拍手は、感動を何倍にも味わえます。拍手や「ブラボー」の掛け声
などのタイミングには、お心遣いをいただきますようお願いします。

□  最後の余韻までお楽しみください

Please enjoy the entire performance until the last lingering sound fades out. Most 
musicians playing in an orchestra maintain high concentration until that point. Your loud 
applause after a moment of silence will contribute towards a much more impressive 
ending to the performance, for everyone concerned. Bearing this in mind, please take 
care to choose the right timing to applaud and cheer (for example,”Bravo!” ).

 Please Enjoy
to the End.

本日はご来場ありがとうございます。 みなさまに心置きなく演奏をご堪
能いただくため、九州交響楽団はマナーアップに取り組んでおります。

第442回 定期演奏会

アクロス福岡シンフォニーホール
ACROS Fukuoka Symphony Hall

開演時間

19:00

2026 9.3 The 442nd Subscription Concert（木）

指 揮 太田 弦
Conductor Gen Ohta

語り 林 桜心
Narrator Sakurako Hayashi

主催：（公財）九州交響楽団
助成： 福岡県・福岡市・文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術等総合支援事業（公演創造活動））
 ｜独立行政法人日本芸術文化振興会
後援： 福岡県・福岡市・（公財）福岡市文化芸術振興財団・NHK福岡放送局
 （公財）九州文化協会・福岡文化連盟・九響後援会
協力：（公財）アクロス福岡

楽団員お見送り
本公演終了後に出口付近にて楽団員有志がみな
さまをお見送りいたします。わずかな時間ではご
ざいますが、お気軽にお声がけください。

特別協賛：

プレトーク
開演30分前から約10分間のプレトークを
お楽しみください。

「むかしむかし」

アコーディオン 大田 智美
Accordion Tomomi Ota

コンサートマスター 扇谷 泰朋
Concertmaster Yasutomo Ogitani

休憩 Intermission

『系図』 ― 若い人たちのための音楽詩 ―
Family Tree-Musical Verses for Young People-
1. むかしむかし
2. おじいちゃん
3. おばあちゃん
4. おとうさん
5. おかあさん
6. とおく

武満徹
Toru Takemitsu

交響曲 第6番 イ長調 WAB106
Symphony No.6 in A Major, WAB106
Ⅰ. Majestoso
Ⅱ. Adagio. Sehr feierlich
Ⅲ. Scherzo. Nicht schnell ―Trio. Langsam
Ⅳ. Finale. Bewegt, doch nicht zu schnell

アントン・ブルックナー
Anton Bruckner 
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Artist  ｜  出演者

語り 林 桜心
Narrator Sakurako Hayashi

Born in 2009 and from Kitakyushu City, Fukuoka. While in elementary school, she was a member of "Active 
Hakata", where she learned the basics of being a performer. Later, she joined the “Children’ s Theater Pot 
Pokke” . In the stage play “Sadako, the Girl with the Paper Cranes”̶which depicts the life of Sadako Sasaki 
from Hiroshima, she has played the role of Sadako from 2021 to the present. In addition to working as a 
reporter on TV programs and appearing in the NHK series “Omusubi” . she has appeared in numerous TV 
commercials and is actively pursuing a career as a television personality. Her special skill is calligraphy (she 
holds the status of a semi-scholarship student).

　2009年生まれ。福岡県北九州市出身。小学生の時にアクティブハカタに所属し、
タレントとしての基礎を学ぶ。その後、同事務所主催の「児童劇団Pot Pokke」に
所属したことで演技を本格的に学び、数多くの演劇公演に出演。広島平和記念公
園内に設置された「原爆の子の像」のモデルである“佐々木禎子”の半生を描き、平
和への願いを込めて初演から20 年以上続いている舞台作品「折り鶴の少女 サダ
コ」では、2021年より現在まで禎子役を務めている。他にも、モンゴル国立馬頭琴
交響楽団・博多座公演にて「スーホの白い馬」を単独で朗読するなど、着実に俳優
としての経験を積んでいる。
　また、TV番組のリポーターやNHK 連続テレビ小説「おむすび」への出演のほか、
九州各県のCM にも多数出演しており、タレントとしても精力的に活動中である。
特技は書道（準特待生）。

Gen Ohta was born in Sapporo, Japan, in 1994. He studied conducting at the Tokyo University of the Arts and 
graduated with honors. He subsequently completed the Master’s Program in Conducting at the university’s 
Graduate School of Music. At the 17th Tokyo International Music Competition for Conducting in 2015, he 
won second prize as well as the Audience Award. He studied conducting with Tadaaki Otaka and Ken 
Takaseki, and composition with Junichi Nihashi. In April 2024, he assumed the post of Principal Conductor of 
the Kyushu Symphony Orchestra. The partnership between Ohta and the Kyushu Symphony Orchestra has 
attracted growing attention. Since April 2026, he has also served as Visiting Professor at Fukuoka 
International University of Music. In July 2026, the second  live recording CD with the Kyushu Symphony 
Orchestra ー "Gustav Mahler; Symphony No. 9 in D major” , was released by Octavia Records.

　1994年北海道札幌市出身。幼少の頃より、チェロ、ピアノを学ぶ。東京藝術大学
音楽学部指揮科を首席で卒業。学内にて安宅賞、同声会賞、若杉弘メモリアル基金
賞を受賞。同大学院音楽研究科指揮専攻修士課程を修了。2015年、第17回東京
国際音楽コンクール〈指揮〉で2位ならびに聴衆賞を受賞。第30回渡邉曉雄音楽基
金音楽賞受賞。2025年、第23回 齋藤秀雄メモリアル基金賞を歴代最年少で受賞。
　指揮を尾高忠明、高関健の両氏、作曲を二橋潤一の各氏に師事。山田和樹、パー
ヴォ・ヤルヴィ各氏などのレッスンを受講する。これまでにNHK交響楽団、読売日本
交響楽団、東京交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、札幌交響楽団、群馬交
響楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、大阪フィルハーモニー交響楽団、大阪
交響楽団などを指揮、今後さらなる活躍が期待される若手指揮者筆頭。2019年4月
から2022年3月まで大阪交響楽団正指揮者を務めた。2023年4月より仙台フィル
ハーモニー管弦楽団指揮者、2024年4月より九州交響楽団首席指揮者。2026年4
月より福岡国際音楽大学客員教授に就任。
　2026年7月には、24年に続いて九州交響楽団と2枚目のライヴ録音CD「マー
ラー：交響曲第9番ニ長調」をオクタヴィア・レコードより発売、好評を博している。

指揮

九州交響楽団首席指揮者

太田 弦
Conductor

Principal Conductor of the Kyushu Symphony Orchestra

Gen Ohta

©勝村祐紀
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Artist ｜  出演者

Tomomi Ota started her musical studies with the piano at an early age, then took up the accordion at the 
age of 10 under Noboru Emori. After graduating from the Senior High School of Kunitachi College of Music 
in piano, she moved to Germany and studied the accordion under Mie Miki at Hochschule für Musik 
Detmold (Accordion Education Department) and Folkwang University of the Arts (Artists Course). In 
February 2009, she passed the concerto exam at Folkwang University of the Arts with the highest honors. 
Since returning to Japan in the summer of 2009, she has performed widely as a soloist as well as in chamber 
music and with orchestras. She is also active in collaborating with the composers in creating and premiering 
new works. Tomomi Ota is currently teaching accordion at the Tokyo College of Music High School.

　10歳からアコーディオンを故・江森登に師事。国立音楽大学附属音楽高等学校
ピアノ科卒業後、渡独。2009年2月フォルクヴァンク音楽大学ソリストコース・ア
コーディオン科を首席で卒業、ドイツ国家演奏家資格を取得。御喜美江に師事。ま
たウィーン私立音楽大学でも研鑽を積む。帰国後は、ソロや室内楽、新曲初演、
オーケストラとの共演等、国内外での演奏活動と共に、楽器についてのワーク
ショップを日本各地の音楽大学で行うなど、特にクラシックや現代音楽の分野での
アコーディオンの普及にも尽力し、この楽器の魅力と可能性を発信している。近年
では、NHK交響楽団、読売日本交響楽団定期公演、東京・春・音楽祭、サントリー
ホールサマーフェスティバル、Music Tomorrow、武生国際音楽祭、東京文化会
館主催・現代人形劇×クラシック音楽「曾根崎心中」、NHKFMベストオブクラシッ
ク等に出演。また国内の現代音楽アンサンブル公演にも多く客演している。CDリ
リースやレコーディング参加も多く、その確かな技術と音楽性を高く評価されてい
る気鋭のアコーディオン奏者である。現在、東京音楽大学付属高等学校アコー
ディオン専攻講師。

アコーディオン 大田 智美
Accordion Tomomi Ota

© Jumpei Tainaka

『系図』 ― 若い人たちのための音楽詩 ―
武満 徹 （1930―1996）

　日本が世界に誇る作曲家、武満徹が晩年にてがけた名作である。本作品はニューヨー
ク・フィルハーモニックの創立150周年を記念して委嘱され、1992年に作曲、1995年
4月20日にニューヨークのエイヴリー・フィッシャー・ホールにて世界初演された。「若
い人たちのための音楽詩」という副題が添えられているとおり、きわめて親しみやすい抒
情性と、哀しくなるほどの美しさをたたえている。
　武満がテキストに選んだのは、家族ぐるみで深い交流の
あった詩人・谷川俊太郎の詩集『はだか』である。すべて
ひらがなで、句読点なしで書かれた詩集のなかから、武満
自身の選によって右の6篇が選ばれ、音楽がつけられた。

　音楽劇のようでありながら、言葉は歌われるのではなく、
少女の1人称によって「朗読」されるのが特徴となってい
る。このナレーター役は、10代半ばの少女が担うこと、声
は不自然にならない程度に増幅することがのぞましい、と楽譜には書かれている。
　物語は「むかしむかしわたしがいた」という静かな語りから始まり、おばあさんの死やお
かあさんの不在といった、けっしてほのぼのとしただけではない、家族のリアルな陰影を
えがいていく。しかし最後の「とおく」は、「でもわたしはきっとうみよりももっととおくへい
ける」という、未来への広がりを感じさせる言葉で結ばれる。子の世代、そしておそらくそ
ののちも交流はつづくという、血のつながりや世代を超えた命の記憶が紡がれていると
解釈することもできるだろう。

解説 西田紘子
音楽学／九州大学大学院芸術工学研究院教授

　『系図』は、武満の作品のなかでも調性感のある曲のひとつとして知られる。大オーケ
ストラによる色彩豊かな響きのなかで、ときおりアコーディオンが哀愁を帯びた音色を奏
でるのが印象的だ。

　武満はかつて「現代の西洋音楽を学ぶことで自分の文化を認識した」と述べている。
彼はフランス印象派のドビュッシーや、独自の旋法（モード）を用いたメシアンから影響
を受け、色彩や時間、光と影の扱い方を学んだ。本作でも、伝統的な調性の枠組みを感
じさせつつ、たゆたう和声や、独自の美学に基づいた間（ま）のとり方が特徴といえる。
　初演時（詩は英語版）はサラ・ヒックスの語りで行われた。日本国内ではまず、岩城宏
之指揮・NHK交響楽団の演奏に遠野凪子の語りを乗せたテレビ放送用映像が制作さ
れた。その後、1995年9月7日のサイトウ・キネン・フェスティバル松本にて、小澤征爾
指揮、サイトウ・キネン・オーケストラ、そして当時15歳だった遠野凪子のナレーション
により、日本語版の舞台初演が実現した。「語り手」には、これまで夏菜や上白石萌歌ら
が起用され、録音では吉行和子や小澤征良（小澤征爾の娘）なども名を連ねている。
　2026年に没後30年を迎えた武満徹が、昭和のかおりを残しながらも、現代にも通じ
る普遍的な家族の肖像を描いた、今も色あせない音楽詩といえる。

Program Note ｜  曲目解説

第442回 定期演奏会
The 442nd Subscription Concert

　武満徹没後30年、ブルックナー没後130年の記念イヤーに、太田弦とつむぐ夜。
2024年4月に首席指揮者に就いた太田は、この公演で5年任期のちょうど半期に達す
る。その節目に、のびのびとしたシンフォニーと、若者に向けた武満の音楽詩というユ
ニークなプログラムをお楽しみいただこう。

1. むかしむかし
2. おじいちゃん
3. おばあちゃん
4. おとうさん
5. おかあさん
6. とおく
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　日本が世界に誇る作曲家、武満徹が晩年にてがけた名作である。本作品はニューヨー
ク・フィルハーモニックの創立150周年を記念して委嘱され、1992年に作曲、1995年
4月20日にニューヨークのエイヴリー・フィッシャー・ホールにて世界初演された。「若
い人たちのための音楽詩」という副題が添えられているとおり、きわめて親しみやすい抒
情性と、哀しくなるほどの美しさをたたえている。
　武満がテキストに選んだのは、家族ぐるみで深い交流の
あった詩人・谷川俊太郎の詩集『はだか』である。すべて
ひらがなで、句読点なしで書かれた詩集のなかから、武満
自身の選によって右の6篇が選ばれ、音楽がつけられた。

　音楽劇のようでありながら、言葉は歌われるのではなく、
少女の1人称によって「朗読」されるのが特徴となってい
る。このナレーター役は、10代半ばの少女が担うこと、声
は不自然にならない程度に増幅することがのぞましい、と楽譜には書かれている。
　物語は「むかしむかしわたしがいた」という静かな語りから始まり、おばあさんの死やお
かあさんの不在といった、けっしてほのぼのとしただけではない、家族のリアルな陰影を
えがいていく。しかし最後の「とおく」は、「でもわたしはきっとうみよりももっととおくへい
ける」という、未来への広がりを感じさせる言葉で結ばれる。子の世代、そしておそらくそ
ののちも交流はつづくという、血のつながりや世代を超えた命の記憶が紡がれていると
解釈することもできるだろう。

　『系図』は、武満の作品のなかでも調性感のある曲のひとつとして知られる。大オーケ
ストラによる色彩豊かな響きのなかで、ときおりアコーディオンが哀愁を帯びた音色を奏
でるのが印象的だ。

　武満はかつて「現代の西洋音楽を学ぶことで自分の文化を認識した」と述べている。
彼はフランス印象派のドビュッシーや、独自の旋法（モード）を用いたメシアンから影響
を受け、色彩や時間、光と影の扱い方を学んだ。本作でも、伝統的な調性の枠組みを感
じさせつつ、たゆたう和声や、独自の美学に基づいた間（ま）のとり方が特徴といえる。
　初演時（詩は英語版）はサラ・ヒックスの語りで行われた。日本国内ではまず、岩城宏
之指揮・NHK交響楽団の演奏に遠野凪子の語りを乗せたテレビ放送用映像が制作さ
れた。その後、1995年9月7日のサイトウ・キネン・フェスティバル松本にて、小澤征爾
指揮、サイトウ・キネン・オーケストラ、そして当時15歳だった遠野凪子のナレーション
により、日本語版の舞台初演が実現した。「語り手」には、これまで夏菜や上白石萌歌ら
が起用され、録音では吉行和子や小澤征良（小澤征爾の娘）なども名を連ねている。
　2026年に没後30年を迎えた武満徹が、昭和のかおりを残しながらも、現代にも通じ
る普遍的な家族の肖像を描いた、今も色あせない音楽詩といえる。

Program Note  ｜  曲目解説 解説：西田紘子

作曲 ： 1992年
初演 ： 1995年4月20日、ニューヨーク、レナード・スラットキンの指揮
使用楽譜 ： Schott

フルート３（ピッコロ、アルトフルート持替）、オーボエ２（イングリッシュホルン持替）、ク
ラリネット４（バスクラリネット持替）、ファゴット3（コントラファゴット持替）、ホルン４、
トランペット３、トロンボーン３、サスペンデッドシンバル３、アンティークシンバル、ドラ３、
グロッケンシュピール、ヴィブラフォン、チャイム、スティールパン、ハープ、チェレスタ、
アコーディオン、語り、弦５部

編成：
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交響曲 第6番 イ長調WAB 106
アントン・ブルックナー （1824―1896）

　第6番の第1楽章を作曲していた1880年の夏、ブルックナーは名峰モンブランを観
るためにスイスへ旅行している。しかし、彼の日記には旅の感動ではなく、現地で出会っ
た若い娘たちの名前が克明に書きつらねられていた――実生活ではこんな素朴なエピ
ソードにこと欠かないブルックナーであるが、その交響曲は「音の建造物」や「歩き回る
大聖堂」といった静的な建築物によくたとえられてきた。人物と音楽のギャップが大きい
のが彼の特徴のひとつである。
　いっぽう、同時代の批評家エドゥアルト・ハンスリックらからは「有機的な論理を欠い
ている」と責められることも少なくなかった。後世の研究者は「すでにそこに信仰の調和
があるため、どこへも行く必要がない音楽」と評している。このようにブルックナーの交響
曲は、ベートーヴェン的なダイナミックな推進力からはかけ離れたものとしてとらえられ
る傾向にある。
　本作は、実演の機会こそ中期・後期の作品群のなかではやや少ないものの、ブルック
ナー自身が「もっとも大胆な曲」と呼んだように、瞑想的な性格をそなえた、洗練された
後期ロマン主義のスタイルへと転換をみせている。「ブルックナー休止」（すべての楽器が
休止すること）は要所にかぎられており、第4番や第7番のような神秘的な「ブルックナー
開始」（弦の刻みに乗って主題がしだいに浮かびあがること）とは異なり、リズミカルなモ
チーフで幕をあける。2拍子と3拍子が交錯する「ブルックナー・リズム」、はなやかな金
管のファンファーレといった作曲家らしい音づかいは健在だ。
　この「もっとも大胆な」作品も、当時のウィーン音楽界の激しい対立にまきこまれ、全
曲が本来の姿で世に認知されるまでには時間を要することとなった。最初の光があたっ
たのは1883年2月、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の演奏会であったが、このと
きは第2楽章と第3楽章のみの部分初演にとどまった。当日、興奮したブルックナーは朝
の9時から、左右ふぞろいの靴をはいて会場に姿を現したというエピソードが残っている。
宿敵であった批評家ハンスリックに冷遇され、その後も全曲演奏の機会はなかなか訪れ
なかった。こうした経緯から、隠れた名作を発掘するような姿勢で聴いてみよう。
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第1楽章： Majestoso イ長調 2/2拍子
ヴァイオリンのリズミカルな刻みに乗って、低弦がおごそかな第1主題を奏でる。長調
でありながら短調の影を帯びたメロディで、この揺らぎが楽章全体の推進力ともなる。
抒情的な第2主題は大きな跳躍が特徴。多層的に編まれたリズムも聴きどころ。

第2楽章： Adagio. Sehr feierlich（きわめて荘重に） ヘ長調 4/4拍子
第1主題ではオーボエが「嘆きのモチーフ」を歌いあげる。そして美しく甘い第2主題と、
葬送行進曲風の第3主題が織りかさねられる。純粋な楽音だけで美をつくりだす。

第3楽章： Scherzo. Nicht schnell（速くなく） ― Trio. Langsam（ゆっくりと）
 イ短調 3/4拍子 ― ハ長調 2/4拍子

低弦の刻みに乗って3つのメロディが交差するなか、突然のピアニシモやゲネラルパウ
ゼが音楽に奥行きを与える。中間部（トリオ）ではホルンが牧歌的に響く。

第4楽章： Finale. Bewegt, doch nicht zu schnell（動きをもって、速すぎずに）
 イ短調 2/2拍子

ヴィオラのトレモロによる序奏から、第1主題が金管で力強く演奏される。第2主題は、
尊敬するリヒャルト・ワーグナーの「愛の死」のモチーフをほのめかしつつ発展する。
コーダの最後で第1楽章の第1主題が回帰してしめくくられる。

作曲 ： 1879年 9月 ― 1881年 9月
初演（第2・第3楽章のみ） ： 1883年2月11日、ウィーン、ヴィルヘルム・ヤーンの指揮
全曲初演 ： 1899年2月26日、ウィーン、グスタフ・マーラーの指揮（ただし大幅な改変あり）
 オリジナル稿の全曲初演は1901年3月14日、シュトゥットガルト、カール・ポーリヒの指揮
使用楽譜 ： MWV

フルート２、オーボエ２、クラリネット２、ファゴット２、ホルン４、トランペット３、トロンボーン３、
テューバ、ティンパニ、弦５部

編成：

演奏会のご感想をお寄せください
第442回定期演奏会のご感想はこちらから

第442回 定期演奏会
The 442nd Subscription Concert

20269.3
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